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【米国社債の対国債利回り格差】

投資適格社債 ハイイールド社債

2018年6月19日 米国FOMCの最新『ドット・チャート』は？（18年6月） 
2018年6月14日 利上げを進める米国の金融政策(2018年6月） 

（No.3,067） 
〈マーケットレポートNo.6,079〉 

2018年6月28日 

米国社債市場の動向（2018年6月） 

底堅く推移するハイイールド債、高い利回りが魅力 

 米国社債トータル・リターン指数の6月27日までの年

初来騰落率は、投資適格債が▲2.7％と低下した

のに対し、ハイイールド債は+0.4％と小幅ながら上

昇しました。 

 社債スプレッド（国債と社債の利回り格差）も広がり

つつありますが、投資適格債のスプレッドが昨年末比

で+0.35ポイント広がったのに対し、ハイイールド債は

＋0.13ポイントの拡大にとどまっています。 

底堅く推移するハイイールド債 
利回り格差の拡大も小幅にとどまる 

 米景気・雇用の順調な拡大を背景に、米連邦準備

制度理事会（FRB）は金融緩和の解除を進めて

いますが、インフレ率が低い水準で落ち着いていること

から、利上げの速度は緩やかなものとなっています。 

 こうしたなか、相対的に利回りの高い社債への需要に

は、根強いものがあります。しかも、企業業績が堅調

に推移し、デフォルト（債務不履行）率も低位で安

定しているため、社債の中でも利回りのより高いハイ

イールド債への注目が集まっていると考えられます。 

相対的に高い利回りが魅力 
FRBによる利上げのペースは緩慢 

（注1）データは2016年1月1日～2018年6月27日。 
（注2）利回り格差は、社債利回りと国債利回りの差。 
      Bloombergバークレイズ米国社債指数ベース。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセット 
      マネジメント作成 

 景気拡大、減税効果により、企業業績は堅調を

維持する見通しです。これはハイイールド社債のス

プレッド拡大の抑制要因となります。今後も、ハイ

イールド社債は底堅い展開が続くと予想されます。 

 インフレが落ち着いていることを踏まえると、今後も

FRBによる利上げは緩やかなものとなる可能性が高

いと考えられます。従って、国債利回りの急激な上昇

は、避けられる見通しです。 

ハイイールド債は底堅い展開へ 

（注）データは2017年1月1日～2018年6月27日。 
     2017年1月1日＝100として指数化。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセット 
      マネジメント作成 

【米国社債のパフォーマンス】 

【米国債と社債の利回り格差】 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/usa/news180614us.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/usa/key180619us.html

